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次    第 

 

１ 教育委員会挨拶 

 

２ 審議会会長挨拶 

 

３ 調査審議（答申関係） 

  指定学校変更制度等の見直しについて 

 

４ 答申 

  指定学校変更制度等の見直しについて 

 

５ 議題 

（１）指定学校変更許可基準について（既存の学校） 

（２）通学区域の再編案について  

 

 ６ その他 
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指定学校変更許可基準について（既存の学校）　新旧対照表　（小学生用）

事由 期間 添付書類等 事由 期間

2

3

在学校の学校行事等に参加したいため

4 学区変更等に伴い、従前の通学校を希望するた
め

卒業まで 適宜 学区変更等に伴い、従前の通学校を希望するた
め

5 転居等に伴い、従前の通学校を希望するため
①隣接する通学区域、または事務室窓口から
　直線で１キロメートル以内からの
  通学の場合　　　　　　　 　　　　　　　　　  　（注）
②削除

③削除　②上記①以外の場合

①卒業まで

②削除

②学期末また
は
　年度末まで

適宜 転居等に伴い、従前の通学校を希望するため
①隣接する通学区域、または事務室窓口から
　直線で小学校は１キロメートル以内、中学
　校は２キロメートル以内からの通学の場合
②上記①のうち、児童生徒数に関連し他の通
　学区域からの入学を制限している学校を希
　望する場合
③上記①以外の場合

1 事由解消まで
※通常は１年

医師の診断書
等

心身の障害または疾病によるため 心身の障害または疾病によるため

建築確認書、
売買契約書、
仮住まいを証
明するもの等

住居の新築・増改築により一時的に学区外に転居
するため、または新築により事前に転入学を希望
するため

３年以内
ただし、協議
のうえ再申請
も可

就労証明書
預かり書

卒業まで

事故の発生の恐れなど、通学経路に問題が
生じるため
ただし、隣接する通学区域または事務室窓口から
直線で１キロメートル以内からの通学に限る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）

卒業まで 適宜 事故の発生の恐れなど、通学経路に問題が
生じるため
ただし、隣接する通学区域または事務室窓口から
直線で小学校は１キロメートル以内、中学校は２キ
ロメートル以内からの通学に限る

両親の就労等により、児童の監護・養育に
欠けるため                  　 　　　　　　　　　 （注）

３年以内
ただし、協議
のうえ再申請
も可

就労証明書
預かり書

両親の就労等により、児童の監護・養育に
欠けるため

6 住居の新築・増改築により一時的に学区外に転居
するため、または新築により事前に転入学を希望
するため

１年以内

7 （削除）

新 旧

事由解消まで
学期末まで

適宜

適宜

①の場合は
　卒業まで

②の場合は
　年度末まで

③の場合は
　学期末また
は
　年度末まで
ただし、協議
のうえ再申請
も可

適宜

１年以内 建築確認書、
売買契約書、
仮住まいを証
明するもの等

添付書類等
事由解消まで
※通常は１年

医師の診断書
等

事由解消まで 通学路を明記
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12

13

1. 1.

2. 2.

3. 3.

4. 4.

5.

注. 大和田小学校を希望する場合は、指定された学校より近い児童のみ、指定学校
変更を受け付けます。

上記の基準に適合した場合でも、学校等の受け入れが伴わない場合、指定学校
変更が認められないこともあります。

児童生徒本人はもとより保護者及び監護者は、通学経路及び通学の安全には十
分留意してください。

上記添付書類等のほか、客観的判断をするために必要な補足書類等を追加で提
出していただくこともあります。

この基準は平成24年12月6日より適用する。

友人関係等の理由によるため
ただし、隣接する通学区域または事務室窓口から
直線で小学校は１キロメートル以内、中学校は２キ
ロメートル以内からの通学に限る

原則として、隣接する通学区域内に限ります。（やむを得ない場合を除く）

兄弟姉妹一緒の学校に就学させたいため

児童本人はもとより保護者及び監護者は、通学経路及び通学の安全には十分留
意してください。

この基準は令和５年４月１日より適用します。
基準については、毎年見直しを行っております。

その他

11 （削除） 希望校の受け入れ体制が整い、且つ安全な
通学が可能な学校を希望するため

9 希望する学校が指定された学校より近いため
＊希望校の教室数に余裕がある場合に限る

卒業まで 適宜 希望する学校が指定された学校より近いため

義務教育学校等への就学を希望するため 卒業まで 適宜

上記添付書類等のほか、客観的判断をするために必要な補足書類等を追加で提
出していただくことがあります。

上記の基準に適合した場合でも、学校の受け入れ体制が整わない場合、指定学
校変更が認められないことがあります。

その他 事由解消まで 適宜

8 （削除） ※令和８年度より （削除） （削除）

10 兄弟姉妹一緒の学校に就学させたいため 卒業まで 適宜

卒業まで 適宜

事由解消まで 適宜

卒業まで 適宜

卒業まで 適宜

卒業まで 適宜
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指定学校変更許可基準について（既存の学校）　新旧対照表　（中学生用）

適宜7 （削除） 在学校の学校行事等に参加したいため 事由解消まで
学期末まで

適宜

6 住居の新築・増改築により一時的に学区外に転居
するため、または新築により事前に転入学を希望
するため

１年以内 建築確認書、
売買契約書、
仮住まいを証
明するもの等

住居の新築・増改築により一時的に学区外に転居
するため、または新築により事前に転入学を希望
するため

１年以内 建築確認書、
売買契約書、
仮住まいを証
明するもの等

5 転居等に伴い、従前の通学校を希望するため
①削除

②削除

③削除

卒業まで 適宜 転居等に伴い、従前の通学校を希望するため
①隣接する通学区域または事務室窓口から
　直線で小学校は１キロメートル以内、中学
　校は２キロメートル以内からの通学の場合
②上記①のうち、児童生徒数に関連し他の通
　学区域からの入学を制限している学校を希
　望する場合
③上記①以外の場合

①の場合は
　卒業まで

②の場合は
　年度末まで

③の場合は
　学期末また
は
　年度末まで
ただし、協議
のうえ再申請
も可

就労証明書
預かり書

4 学区変更等に伴い、従前の通学校を希望するた
め

卒業まで 適宜 学区変更等に伴い、従前の通学校を希望するた
め

卒業まで 適宜

3 （削除） 両親の就労等により、児童の監護・養育に
欠けるため

３年以内
ただし、協議
のうえ再申請
も可

2 事故の発生の恐れなど、通学経路に問題が
生じるため

卒業まで 適宜 事故の発生の恐れなど、通学経路に問題が
生じるため
ただし、隣接する通学区域または事務室窓口から
直線で小学校は１キロメートル以内、中学校は２キ
ロメートル以内からの通学に限る

事由解消まで 通学路を明記

1 心身の障害または疾病によるため 事由解消まで
※通常は１年

医師の診断書
等

心身の障害または疾病によるため 事由解消まで
※通常は１年

新 旧
添付書類等事由 期間 添付書類等 事由 期間

医師の診断書
等
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12

13

1. 1.

2. 2.

3. 3.

4. 4.

5.

この基準は令和５年４月１日より適用します。
基準については、毎年見直しを行っております。

この基準は平成24年12月6日より適用する。

事由５・６を除き、原則として、隣接する通学区域内に限ります。
（やむを得ない場合を除く）

上記の基準に適合した場合でも、学校の受け入れ体制が整わない場合、指定学
校変更が認められないことがあります。

上記の基準に適合した場合でも、学校等の受け入れが伴わない場合、指定学校
変更が認められないこともあります。

生徒本人はもとより保護者及び監護者は、通学経路及び通学の安全には十分留
意してください。

児童生徒本人はもとより保護者及び監護者は、通学経路及び通学の安全には十
分留意してください。

上記添付書類等のほか、客観的判断をするために必要な補足書類等を追加で提
出していただくことがあります。

上記添付書類等のほか、客観的判断をするために必要な補足書類等を追加で提
出していただくこともあります。

その他 事由解消まで 適宜 その他 事由解消まで 適宜

卒業まで

義務教育学校等への就学を希望するため 卒業まで 適宜

11 （削除） 希望校の受け入れ体制が整い、且つ安全な
通学が可能な学校を希望するため

適宜

10 兄弟姉妹一緒の学校に就学させたいため 卒業まで 適宜 兄弟姉妹一緒の学校に就学させたいため 卒業まで 適宜

9 希望する学校が指定された学校より近いため
＊希望校の教室数に余裕がある場合に限る

卒業まで 適宜 希望する学校が指定された学校より近いため 卒業まで

適宜

8 友人関係等の特別な理由によるため
・人間関係に特別な配慮を要する場合等
（仲の良い友達と一緒に行きたいという理由は除
く）
＊教育委員会にて協議を行う場合がある

卒業まで 適宜 友人関係等の理由によるため
ただし、隣接する通学区域または事務室窓口から
直線で小学校は１キロメートル以内、中学校は２キ
ロメートル以内からの通学に限る

卒業まで 適宜
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指定学校変更許可基準について（平成２４年～現在） 

事由 期間 添付書類等 

１ 心身の障害または疾病によるため 事由解消まで  

＊通常は１年 

医師の診断書等 

２ 事故の発生の恐れなど、通学経路に問題が生じるため 

ただし、隣接する通学区域または事務室窓口から直線で 

小学校は１キロメートル以内、中学校は２キロメートル以

内からの通学に限る 

事由解消まで 通学路を明記 

３ 両親の就労等により、児童の監護、養育に欠けるため ３年以内 

ただし、協議のうえ再

申請も可 

就労証明書 

預かり書 

４ 学区変更等に伴い、従前の通学校を希望するため 卒業まで 適宜 

５ 転居等に伴い、従前の通学校を希望するため 

①隣接する通学区域または事務室窓口から直線で小学校は

１キロメートル以内、中学校は２キロメートル以内から

通学の場合 

②上記①のうち、児童生徒数に関連し他の通学区域からの

入学を制限している学校を希望する場合 

③上記①以外の場合 

 

①の場合は卒業まで 

②の場合は年度末まで 

③の場合は学期末また

は年度末まで 

ただし、協議のうえ 

再申請も可 

適宜 

６ 住宅の新築・増改築により一時的に学区外へ転居するため、

または新築により事前に転入学を希望するため 

１年以内 建築確認書、 

売買契約書、 

仮住まいを証明

するもの等 

７ 在学校の学校行事等に参加したいため 事由解消まで 

学期末まで 

適宜 

８ 友人関係等の理由によるため 

ただし、隣接する通学区域または事務室窓口から直線で 

小学校は１キロメートル以内、中学校は２キロメートル 

以内からの通学に限る 

卒業まで 適宜 

９ 希望する学校が指定された学校より近いため 卒業まで 適宜 

10 兄弟姉妹一緒の学校に就学させたいため 卒業まで 適宜 

11 希望校の受け入れ体制が整い、且つ安全な通学が可能な 

学校を希望するため 

卒業まで 適宜 

12 その他 事由解消まで 適宜 

１．上記の基準に適合した場合でも、学校等の受け入れが伴わない場合、指定学校変更が認められないこともあ

ります。 

２．児童生徒本人はもとより保護者及び監護者は、通学経路及び通学の安全には十分留意してください。 

３．上記添付書類等のほか、客観的判断をするために必要な補足書類等を追加で提出していただくこともありま

す。 

４．この基準は平成 24年 12 月 6日より適用する。 
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指定学校変更許可基準（小学生用・令和５年度～令和７年度）  

事由 期間 添付書類等 

１ 心身の障害または疾病によるため 事由解消まで  

＊通常は１年 

医師の診断書

等 

２ 事故の発生の恐れなど、通学経路に問題が生じるため 

＊隣接する通学区域または事務室窓口から直線で１キロメ

ートル以内からの通学に限る       （注） 

卒業まで 適宜 

３ 両親の就労等により、児童の監護・養育に欠けるため 

                        （注） 

３年以内 

ただし、協議のうえ再申

請も可 

就労証明書 

預かり書 

４ 学区変更等に伴い、従前の通学校を希望するため 卒業まで 適宜 

５ 転居等に伴い、従前の通学校を希望するため 

①隣接する通学区域または事務室窓口から直線で１キロメ

ートル以内からの通学             （注） 

②上記①以外の場合                

 

①卒業まで 

 

②学期末または年度末ま

で 

適宜 

６ 住宅の新築・増改築により一時的に学区外へ転居するため、

または新築により事前に転入学を希望するため 

１年以内 建築確認書、 

売買契約書、 

仮住まいを証

明するもの等 

７ 友人関係等の特別な理由によるため 

・人間関係に特別な配慮を要する場合等 

（仲の良い友達と一緒に行きたいという理由は除く） 

ただし、隣接する通学区域または事務室窓口から直線で 

１キロメートル以内からの通学に限る 

＊教育委員会にて協議を行う場合がある。     （注） 

卒業まで 適宜 

８ 希望する学校が指定された学校より近いため 

＊希望校の教室数に余裕がある場合に限る 

卒業まで 適宜 

９ 兄弟姉妹一緒の学校に就学させたいため 卒業まで 適宜 

10 義務教育学校等への就学を希望するため 卒業まで 適宜 

11 その他 事由解消まで 適宜 

１．上記の基準に適合した場合でも、学校の受け入れ体制が整わない場合、指定学校変更が認められないことが

あります。 

２．原則として、隣接する通学区域内に限ります。（やむを得ない場合を除く） 

３．児童本人はもとより保護者及び監護者は、通学経路及び通学の安全には十分留意してください。 

４．上記添付書類等の他、客観的判断をするために必要な補足書類等を追加で提出していただくことがあります。 

５．この基準は令和５年４月１日より適用します。基準については、毎年見直しを行っております。 

（注）大和田小学校を希望する場合は、指定された学校より近い児童のみ、指定学校変更を受け付けます。 

 

＊令和８年度より、「７．友人関係等の特別な理由によるため」は削除いたします。（小学生用） 

⇒令和８年度からの指定学校変更許可基準は、こちらをクリックしてください。 
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指定学校変更許可基準（小学生用・令和８年度より）  

事由 期間 添付書類等 

１ 心身の障害または疾病によるため 事由解消まで  

＊通常は１年 

医師の診断書

等 

２ 事故の発生の恐れなど、通学経路に問題が生じるため 

＊隣接する通学区域または事務室窓口から直線で１キロメ

ートル以内からの通学に限る         （注） 

卒業まで 適宜 

３ 両親の就労等により、児童の監護・養育に欠けるため 

                        （注） 

３年以内 

ただし、協議のうえ再申

請も可 

就労証明書 

預かり書 

４ 学区変更等に伴い、従前の通学校を希望するため 卒業まで 適宜 

５ 転居等に伴い、従前の通学校を希望するため 

①隣接する通学区域または事務室窓口から直線で１キロメ

ートル以内からの通学             （注） 

②上記①以外の場合                

 

①卒業まで 

 

②学期末または年度末ま

で 

適宜 

６ 住宅の新築・増改築により一時的に学区外へ転居するため、

または新築により事前に転入学を希望するため 

１年以内 建築確認書、 

売買契約書、 

仮住まいを証

明するもの等 

７ 希望する学校が指定された学校より近いため 

＊希望校の教室数に余裕がある場合に限る 

卒業まで 適宜 

８ 兄弟姉妹一緒の学校に就学させたいため 卒業まで 適宜 

９ 義務教育学校等への就学を希望するため 卒業まで 適宜 

10 その他 事由解消まで 適宜 

１．上記の基準に適合した場合でも、学校の受け入れ体制が整わない場合、指定学校変更が認められないことが

あります。 

２．原則として、隣接する通学区域内に限ります。（やむを得ない場合を除く） 

３．児童本人はもとより保護者及び監護者は、通学経路及び通学の安全には十分留意してください。 

４．上記添付書類等の他、客観的判断をするために必要な補足書類等を追加で提出していただくことがあります。 

５．この基準は令和８年４月１日より適用します。基準については、毎年見直しを行っております。 

（注）大和田小学校を希望する場合は、指定された学校より近い児童のみ、指定学校変更を受け付けます。 
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指定学校変更許可基準（中学生用・令和５年度より） 

事由 期間 添付書類等 

１ 心身の障害または疾病によるため 事由解消まで  

＊通常は１年 

医師の診断書等 

２ 事故の発生の恐れなど、通学経路に問題が生じるため 

 

卒業まで 適宜 

３ 学区変更等に伴い、従前の通学校を希望するため 卒業まで 適宜 

４ 転居等に伴い、従前の通学校を希望するため 

 

卒業まで 

 

適宜 

５ 住宅の新築・増改築により一時的に学区外へ転居するため、

または新築により事前に転入学を希望するため 

１年以内 建築確認書、 

売買契約書、 

仮住まいを証明

するもの等 

６ 友人関係等の特別な理由によるため 

・人間関係に特別な配慮を要する場合等 

（仲の良い友達と一緒に行きたいという理由は除く） 

＊教育委員会にて協議を行う場合がある 

卒業まで 適宜 

７ 希望する学校が指定された学校より近いため 

＊希望校の教室数に余裕がある場合に限る 

卒業まで 適宜 

８ 兄弟姉妹一緒の学校に就学させたいため 卒業まで 適宜 

９ 義務教育学校等への就学を希望するため 卒業まで 適宜 

10 その他 事由解消まで 適宜 

１．上記の基準に適合した場合でも、学校の受け入れ体制が整わない場合、指定学校変更が認められないことが

あります。 

２．事由４、５を除き、原則として、隣接する通学区域内に限ります。（やむを得ない場合を除く） 

３．生徒本人はもとより保護者及び監護者は、通学経路及び通学の安全には十分留意してください。 

４．上記添付書類等の他、客観的判断をするために必要な補足書類等を追加で提出していただくことがあります。 

５．この基準は令和５年４月１日より適用します。基準については、毎年見直しを行っております。 
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他市の指定学校変更許可基準（市川市、近隣５市）  〇・・認めている   ／・・認めていない 
 事由 市川市 船橋市 八千代市 習志野市 浦安市 松戸市 
１ 心身の障害又は疾病によるため 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
２ 事故の発生の恐れ等、通学経路に問題が生じるため 〇  〇  〇 〇 
３ 両親の就労等により、児童の監護、養育に欠けるため 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
４ 学区変更等に伴い、従前の通学校を希望するため 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
５ 転居等に伴い、従前の通学校を希望するため 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

６ 
住居の新築・増改築により一時的に学区外へ転居するため、

又は新築により事前に転入学を希望するため 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

７ 在学校の学校行事等に参加したいため 〇  〇 〇 〇 〇 
８ 友人関係等の理由によるため 〇 〇（いじめ等） 〇（いじめ等） 〇（いじめ等） 〇（協議） 〇（いじめ等） 
９ 希望する学校が指定された学校より近いため 〇 〇    〇 
10 兄弟姉妹一緒の学校に就学させたいため 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

11 
希望校の受け入れ体制が整い、且つ安全な通学が可能な学校

を希望するため 
〇 〇(部活) 〇(部活) 〇(部活) 〇(部活) 〇(部活) 

12 その他 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
 
参考資料 

 市川市 船橋市 八千代市 習志野市 浦安市 松戸市 
人口（R3.8.1） 496,742 人 644,934 人 200,848 人 176,741 人 170,103 人 497,672 人 

学校数 
小：38 校 中：15 校 
義務教育学校 １校 

小：55 校 中：27 校 小：22 校 中：11 校 小：16 校 中：７校 小：17 校 中：９校 小：45 校  中：20 校 

児童生徒数 
小：21,922 人 
中： 9,567 人 
    31,489 人 

小：32,975 人 
中：15,303 人 

48,278 人 

小：10,380 人 
中： 5,104 人 

15,484 人 

小：9,253 人 
中：4,582 人 

13,835 人 

小：8,453 人 
中：3,715 人 

12,168 人 

小：22,688 人 
中：10,795 人 

33,483 人 
指定学校変更数 
（令和３年度入

学者） 

小：478 人 
中：480 人 

958 人 

小：437 人 
中：194 人 

631 人 

小：51 人 
中：45 人 

96 人 

小：32 人 
中：12 人 

44 人 

小：59 人 
中：96 人 

155 人 
※小規模学校選択制 
※特定地域選択制含む 

小：254 人 
中：109 人 

363 人 
※学校選択制含む 

 



【第五中学校ブロック】通学区域が変更となる地域の児童 ⼩学校への就学状況

区分 地番 ⽣徒数

①⼤柏⼩学校から⼤町⼩
学校へ編⼊
【⼤柏⼩→⼤町⼩】

・⼤野町3丁⽬1596番地
・⼤野町4丁⽬2154〜2524、2595〜2601、

2606〜2762、2765〜2767、
2790〜3238番地

・⼤町368、369、382〜408、477〜491、
   511〜544番地

199⼈
⼤柏⼩
⼤町⼩
その他

189⼈（94％）
3⼈（2％）
7⼈（4％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

1⼈
0⼈
0⼈
0⼈
2⼈

計 199⼈

就学状況 主な指定校変更理由
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【第六中学校ブロック】通学区域が変更となる地域の⽣徒 中学校への就学状況

区分 地番 ⽣徒数

①第三中学校へ編⼊
【六中→三中】

・⼋幡1丁⽬8〜24番地 25⼈
六中
三中
その他

9⼈（36％）
5⼈（20％）
11⼈（44％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

3⼈
2⼈
0⼈
0⼈
0⼈

②第⼋中学校へ編⼊
【六中→⼋中】

・南⼋幡1丁⽬1〜22番地 44⼈
六中
⼋中
その他

13⼈（30％）
21⼈（47％）
10⼈（23％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

20⼈
1⼈
0⼈
0⼈
0⼈

③第⼋中学校から編⼊
【⼋中→六中】

・東⼤和⽥1丁⽬
・東⼤和⽥2丁⽬9〜18番地
・⼤和⽥1丁⽬5〜16番地
・⼤和⽥2丁⽬

87⼈
⼋中
六中
その他

64⼈（74％）
8⼈（9％）
15⼈（17％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

5⼈
0⼈
2⼈
0⼈
1⼈

計 156⼈

就学状況 主な指定校変更理由
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【第⼋中学校ブロック】通学区域が変更となる地域の⽣徒 中学校への就学状況

区分 地番 ⽣徒数

①第⼆中学校から編⼊
【⼆中→⼋中】

・平⽥1丁⽬
・平⽥2丁⽬

49⼈
⼆中
⼋中
その他

14⼈（29％）
14⼈（29％）
21⼈（42％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

3⼈
1⼈
7⼈
2⼈
1⼈

②第六中学校から編⼊
【六中→⼋中】

・⼋幡1丁⽬8〜24番地 25⼈
六中
⼋中
その他

9⼈（36％）
1⼈（4％）
15⼈（60％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

1⼈
0⼈
0⼈
0⼈
0⼈

③第六中学校へ編⼊
【⼋中→六中】

・東⼤和⽥1丁⽬
・東⼤和⽥2丁⽬9〜18番地
・⼤和⽥1丁⽬5〜16番地
・⼤和⽥2丁⽬

87⼈
⼋中
六中
その他

64⼈（74％）
8⼈（9％）
15⼈（17％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

5⼈
0⼈
2⼈
0⼈
1⼈

計 161⼈

就学状況 主な指定校変更理由
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【下⾙塚中学校ブロック】通学区域が変更となる地域の⽣徒 中学校への就学状況

区分 地番 ⽣徒数

①第三中学校から編⼊
【三中→下⾙塚中】

・宮久保3丁⽬1〜14番地
・宮久保3丁⽬28〜38番地
・宮久保4丁⽬

94⼈
三中
下⾙塚中
その他

83⼈（88％）
0⼈（0％）
11⼈（12％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

0⼈
0⼈
0⼈
0⼈
0⼈

②第四中学校へ編⼊
【下⾙塚中→四中】

・北⽅町4丁⽬1456番地〜1478番地
・北⽅町4丁⽬2130番地〜2309番地

2⼈
下⾙塚中
四中
その他

2⼈（100％）
0⼈（0％）
0⼈（0％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

0⼈
0⼈
0⼈
0⼈
0⼈

計 96⼈

就学状況 主な指定校変更理由
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【東国分中学校ブロック】通学区域が変更となる地域の⽣徒 中学校への就学状況

区分 地番 ⽣徒数

①第⼀中学校へ編⼊
【東国分中→⼀中】

・国分6丁⽬13番、17番〜25番
・国分7丁⽬
・中国分1丁⽬
・中国分3丁⽬17番〜19番
・堀之内1〜5丁⽬

140⼈
東国分中
⼀中
その他

74⼈（53％）
38⼈（27％）
28⼈（20％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

20⼈
9⼈
4⼈
2⼈
3⼈

②第⼆中学校へ編⼊
【東国分中→⼆中】

・国分5丁⽬
・国分6丁⽬1番〜12番
・国分6丁⽬14番〜16番
・東国分2丁⽬

65⼈
東国分中
⼆中
その他

14⼈（21％）
40⼈（62％）
11⼈（17％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

22⼈
6⼈
3⼈
1⼈
8⼈

③第三中学校から編⼊
【三中→東国分中】

・曽⾕2丁⽬ 57⼈
三中
東国分中
その他

47⼈（82％）
1⼈（2％）
9⼈（16％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

1⼈
0⼈
0⼈
0⼈
0⼈

計 262⼈

就学状況 主な指定校変更理由
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【⼤洲中学校ブロック】通学区域が変更となる地域の⽣徒 中学校への就学状況

区分 地番 ⽣徒数

①第⼀中学校へ編⼊
【⼤洲中→⼀中】

・市川南3丁⽬
（14番11号、16号、21号、23号除く）

102⼈
⼤洲中
⼀中
その他

13⼈（13％）
38⼈（37％）
51⼈（50％）

友⼈
兄弟
距離
途中転居
その他

28⼈
6⼈
1⼈
2⼈
1⼈

計 102⼈

就学状況 主な指定校変更理由
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＜通学区域の再編案＞ 

再編案の構成 

1. 第⼀中学校ブロック 

2. 第⼆中学校ブロック 

3. 第三中学校ブロック 

4. 第四中学校ブロック 

5. 第五中学校ブロック 

6. 第六中学校ブロック 

7. 第七中学校ブロック 

8. 第⼋中学校ブロック 

9. 下⾙塚中学校ブロック 

10. ⾼⾕中学校ブロック 

11. 福栄中学校ブロック 

12. 東国分中学校ブロック 

13. ⼤洲中学校ブロック 

14. 南⾏徳中学校ブロック 

15. 妙典中学校ブロック 

16. 塩浜学園（義務教育学校区） 

17. 複数の中学校区に分かれている⾃治会 

 

 

 

 

 

通学区域の⾒直し⽅針で定めた「⾒直しの流れ」に沿って、中学校ブロックごとに通学

区域の再編案を作成したものです。 

現⾏の通学区域と⾒直し後の再編案を掲載しています。 

別 冊  
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再編案の作成ルール（⾒直しの流れ） 

 

以下の流れに沿って、通学区域の再編案を作成することとします。 

 

①⼩中学校の通学区域の⼀致（視点 1 ⼩中学校の連続性） 

中学校ブロック単位で、原則として、中学校の通学区域を小学校の通学区域に合わ

せます。 

義務教育学校などの小中一貫教育を推進するための方策の検討が行われている中

学校ブロックは、中学校の通学区域を、原則として、その対象となっている小学校の

通学区域に合わせます。 

 

 

②通学路の安全確保（視点 2 通学路の安全、留意点 通学距離） 

道路の構造上の理由等により、交通量の多い幹線道路などに安全対策を講じること

が困難な場合は、通学距離に留意しながら、可能な限り、当該道路を通学区域の境界

とします。 

 

 

③学校規模の是正（視点 3 地域コミュニティのつながり、視点 4 学校規模の是正） 

隣接する学校が大規模校（19 学級以上の学校）と過小規模校（小学校 6学級、中学

校 9学級以下）となる場合は、規模の是正を目的に、可能な限り、自治会単位で通学

区域を編成します。 
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5-1 第五中学校ブロック（第五中学校、⼤柏⼩学校、⼤町⼩学校、柏井⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 ⾏ 
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 
 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⽅向性＞ 

 学校規模を是正するため、大柏小学校と大町小学校の通学区域を自治会単位で再編しま

す。 

 地域コミュニティのつながりについては、学校運営協議会で調整することとし、再編案

では、自治会単位での見直しは行わないこととします。 

 

 

通学路の安全は確保されている。 
＜通学路の安全点検＞ 

通学路の危険個所を把握し、必要な安全対策を講じている。 

⼤柏⼩は⼤規模校、⼤町⼩は過⼩規模校となっており、隣接
している。 
＜学級数＞ 
第五中⑰、大柏小㉔、大町小⑥、柏井小⑭ 

通学路の距離は適正である。 
＜通学路の距離＞ 
小学校は 4 ㎞以内、中学校は 6 ㎞以内となっている。 

通学区域が⾃治会を分断している。 
＜確認事項＞ 
分断による地域活動等への影響を確認する必要がある。 

⼩中学校の通学区域が⼀致している。 
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5-２ 第五中学校ブロック（第五中学校、⼤柏⼩学校、⼤町⼩学校、柏井⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再 編 案 

①
大
柏
小
学
校
か
ら
大
町
小
学
校
へ
編
入 
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⼿続き＞ 

 第五中学校及び柏井小学校は、各学校の建替えに関する基本構想・基本計画の策定まで

に、通学区域の再編案（見直しなし）を各学校の学校運営協議会で調整し、通学区域を

決定します。 

 大柏小学校と大町小学校は、はじめに建替えを計画している大町小学校の建替えに関す

る基本構想・基本計画の策定までに、通学区域の再編案（見直しあり）を大柏小学校と

大町小学校の学校運営協議会で調整し、通学区域を決定します。 
 

  （留意事項） 

 通学路の距離は適正であるものの、通学路が直線距離で約1㎞（約1.5㎞→約2.5㎞）

伸びることによる児童の登下校時の安全確保と身体的負担に留意する必要がある。 

 北千葉道路の整備等による人口動向に注視する必要がある。 

通学路の距離は適正である。 

⼩中学校の通学区域が⼀致している。 

適正規模となっている。 
＜学級数＞ 

第五中⑰、大柏小⑱、大町小⑫、柏井小⑭ 

通学路の安全は確保されている。 
＜今後の対応＞ 

登下校時の安全を確保するため、引き続き点検と対策を実施していく。 

通学区域が⾃治会を分断している。（現⾏） 
＜分断された自治会（中学校区）＞ 
1 自治会（詳細は「複数の中学校区に分かれている自治会」参照） 
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6-１ 第六中学校ブロック（第六中学校、⻤⾼⼩学校、稲荷⽊⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 ⾏ 
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⽅向性＞ 

 小中学校の連続性を確保するため、第六中学校の通学区域を鬼高小学校、稲荷木小学校

の通学区域に合わせます。 

 隣接する学校の規模を踏まえ、学校規模を是正するための見直しは行わないこととしま

す。（大規模校は将来的には大部分が適正規模となる見込み。） 

 地域コミュニティのつながりについては、学校運営協議会で調整することとし、再編案

では、自治会単位での見直しは行わないこととします。 

通学路の距離は適正である。 
＜通学路の距離＞ 
小学校は 4 ㎞以内、中学校は 6 ㎞以内となっている。 

⻤⾼⼩は⼤規模校となっている。 
＜学級数＞ 
第六中⑱、鬼高小㉗、稲荷木小⑬ 

⼩中学校の通学区域が⼀致していない。 
＜不一致となっている小学校＞ 
稲荷木小学校、冨貴島小学校（第三中学校ブロック）、 
大和田小学校（第八中学校ブロック） 

通学路の安全は確保されている。 
＜通学路の安全点検＞ 

通学路の危険個所を把握し、必要な安全対策を講じている。 

通学区域が⾃治会を分断している。 
＜確認事項＞ 
分断による地域活動等への影響を確認する必要がある。 
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6-２ 第六中学校ブロック（第六中学校、⻤⾼⼩学校、稲荷⽊⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再 編 案 

③第八中学校から編入 

①第三中学校へ編入 ②第八中学校へ編入 
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⼿続き＞ 

 各小学校の建替えに関する基本構想・基本計画の策定までに、通学区域の再編案（見直

しなし）を各小学校の学校運営協議会で調整し、通学区域を決定します。 

 第六中学校の建替えに関する基本構想・基本計画の策定までに、通学区域の見直しによ

って影響のある学校の学校運営協議会で調整し、通学区域を決定します。 
 

  （影響のある学校） 

 第六中学校、鬼高小学校、稲荷木小学校 

 第三中学校、冨貴島小学校 

 第八中学校、大和田小学校 

※影響のある中学校が先に建替えられる場合は、その際に関係する見直し部分を調整し、決定します。 

⼩中学校の通学区域が⼀致している。 

通学路の距離は適正である。 

⻤⾼⼩は⼤規模校となっているものの、将来的には適正規模
になると⾒込まれる。 
＜隣接校の状況＞ 
大規模校と隣接している過小規模校はない。 

通学路の安全は確保されている。 
＜今後の対応＞ 

登下校時の安全を確保するため、引き続き点検と対策を実施していく。 

通学区域が⾃治会を分断している。（現⾏） 
＜分断された自治会（中学校区）＞ 
5 自治会（詳細は「複数の中学校区に分かれている自治会」参照） 
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8-１ 第⼋中学校ブロック（第⼋中学校、平⽥⼩学校、鶴指⼩学校、⼤和⽥⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 ⾏ 
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⽅向性＞ 

 小中学校の連続性を確保するため、第八中学校の通学区域を平田小学校、鶴指小学校、

大和田小学校の通学区域に合わせます。 

 地域コミュニティのつながりについては、学校運営協議会で調整することとし、再編案

では、自治会単位での見直しは行わないこととします。 

 

通学路の距離は適正である。 
＜通学路の距離＞ 
小学校は 4 ㎞以内、中学校は 6 ㎞以内となっている。 

すべての学校が適正規模となっている。 
＜学級数＞ 
第八中⑱、平田小⑭、鶴指小⑭、大和田小⑱ 

⼩中学校の通学区域が⼀致していない。 
＜不一致となっている小学校＞ 
平田小学校、大和田小学校、 
稲荷木小学校（第六中学校ブロック） 

通学路の安全は確保されている。 
＜通学路の安全点検＞ 

通学路の危険個所を把握し、必要な安全対策を講じている。 

通学区域が⾃治会を分断している。 
＜確認事項＞ 
分断による地域活動等への影響を確認する必要がある。 
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8-２ 第⼋中学校ブロック（第⼋中学校、平⽥⼩学校、鶴指⼩学校、⼤和⽥⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再 編 案 

③第六中学校へ編入 

②
第
六
中
学
校
か
ら
編
入 

①
第
二
中
学
校
か
ら
編
入 
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⼿続き＞ 

 各小学校の建替えに関する基本構想・基本計画の策定までに、通学区域の再編案（見直

しなし）を各小学校の学校運営協議会で調整し、通学区域を決定します。 

 第八中学校の建替えに関する基本構想・基本計画の策定までに、通学区域の見直しによ

って影響のある学校の学校運営協議会で調整し、通学区域を決定します。 
 

  （影響のある学校） 

 第八中学校、平田小学校、鶴指小学校、大和田小学校 

 第二中学校 

 第六中学校、稲荷木小学校 

※影響のある中学校が先に建替えられる場合は、その際に関係する見直し部分を調整し、決定します。 

通学路の距離は適正である。 

すべての学校が適正規模となっている。 

⼩中学校の通学区域が⼀致している。 

通学路の安全は確保されている。 
＜今後の対応＞ 

登下校時の安全を確保するため、引き続き点検と対策を実施していく。 

通学区域が⾃治会を分断している。（現⾏） 
＜分断された自治会（中学校区）＞ 
5 自治会（詳細は「複数の中学校区に分かれている自治会」参照） 
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9-１ 下⾙塚中学校ブロック（下⾙塚中学校、宮久保⼩学校、北⽅⼩学校、⼤野⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 ⾏ 
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⽅向性＞ 

 小中学校の連続性を確保するため、下貝塚中学校の通学区域を宮久保小学校、北方小学

校、大野小学校の通学区域に合わせます。 

 隣接する学校の規模を踏まえ、学校規模を是正するための見直しは行わないこととしま

す。（大規模校は将来的には大部分が適正規模となる見込み。） 

 地域コミュニティのつながりについては、学校運営協議会で調整することとし、再編案

では、自治会単位での見直しは行わないこととします。 

通学路の距離は適正である。 
＜通学路の距離＞ 
小学校は 4 ㎞以内、中学校は 6 ㎞以内となっている。 

宮久保⼩と⼤野⼩が⼤規模校、北⽅⼩が⼩規模校となってい
る。 
＜学級数＞ 
下貝塚中⑱、宮久保小㉑、北方小⑩、大野小㉑ 

⼩中学校の通学区域が⼀致していない。 
＜不一致となっている小学校＞ 
宮久保小学校、若宮小学校（第四中学校ブロック） 

通学路の安全は確保されている。 
＜通学路の安全点検＞ 

通学路の危険個所を把握し、必要な安全対策を講じている。 

通学区域が⾃治会を分断している。 
＜確認事項＞ 
分断による地域活動等への影響を確認する必要がある。 
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9-２ 下⾙塚中学校ブロック（下⾙塚中学校、宮久保⼩学校、北⽅⼩学校、⼤野⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再 編 案 

①
第
三
中
学
校
か
ら
編
入 

②第四中学校へ編入 
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⼿続き＞ 

 各小学校の建替えに関する基本構想・基本計画の策定までに、通学区域の再編案（見直

しなし）を各小学校の学校運営協議会で調整し、通学区域を決定します。 

 下貝塚中学校の建替えに関する基本構想・基本計画の策定までに、通学区域の見直しに

よって影響のある学校の学校運営協議会で調整し、通学区域を決定します。 
 

  （影響のある学校） 

 下貝塚中学校、宮久保小学校、北方小学校、大野小学校 

 第三中学校 

 第四中学校、若宮小学校 

※影響のある中学校が先に建替えられる場合は、その際に関係する見直し部分を調整し、決定します。 

 

通学路の距離は適正である。 

宮久保⼩と⼤野⼩が⼤規模校、北⽅⼩が⼩規模校となってい
る。⼤規模校は将来的には適正規模になると⾒込まれる。 
＜隣接校の状況＞ 
大規模校と隣接している過小規模校はない。 

⼩中学校の通学区域が⼀致している。 

通学路の安全は確保されている。 
＜今後の対応＞ 

登下校時の安全を確保するため、引き続き点検と対策を実施していく。 

通学区域が⾃治会を分断している。（現⾏） 
＜分断された自治会（中学校区）＞ 
7 自治会（詳細は「複数の中学校区に分かれている自治会」参照） 
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12-１ 東国分中学校ブロック（東国分中学校、曽⾕⼩学校、稲越⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 ⾏ 
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⽅向性＞ 

 小中学校の連続性を確保するため、東国分中学校の通学区域を曽谷小学校、稲越小学校

の通学区域に合わせます。 

 隣接する学校の規模を踏まえ、学校規模を是正するための見直しは行わないこととしま

す。（大規模校は将来的には大部分が適正規模となる見込み。） 

 地域コミュニティのつながりについては、学校運営協議会で調整することとし、再編案

では、自治会単位での見直しは行わないこととします。 

通学路の距離は適正である。 
＜通学路の距離＞ 
小学校は 4 ㎞以内、中学校は 6 ㎞以内となっている。 

⼩中学校の通学区域が⼀致していない。 
＜不一致となっている小学校＞ 
曽谷小学校、中国分小学校（第一中学校ブロック）、 
国分小学校（第二中学校ブロック） 

通学路の安全は確保されている。 
＜通学路の安全点検＞ 

通学路の危険個所を把握し、必要な安全対策を講じている。 

東国分中と稲越⼩が⼩規模校となっている。 
＜学級数＞ 
東国分中⑨、曽谷小⑬、稲越小⑧ 

通学区域が⾃治会を分断している。 
＜確認事項＞ 
分断による地域活動等への影響を確認する必要がある。 
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12-２ 東国分中学校ブロック（東国分中学校、曽⾕⼩学校、稲越⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再 編 案 

①第一中学校へ編入 

②
第
二
中
学
校
へ
編
入 

③
第
三
中
学
校
か
ら
編
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⼿続き＞ 

 東国分中学校、曽谷小学校、稲越小学校（統合）の建替えに関する基本構想・基本計画

の策定までに、通学区域の見直しによって影響のある学校の学校運営協議会で調整し、

通学区域を決定します。 
 

  （影響のある学校） 

 東国分中学校、曽谷小学校、稲越小学校 

 第一中学校、中国分小学校 

 第二中学校、国分小学校 

 第三中学校 

※影響のある中学校が先に建替えられる場合は、その際に関係する見直し部分を調整し、決定します。 

 

⼩中学校の通学区域が⼀致している。 

通学路の距離は適正である。 

通学路の安全は確保されている。 
＜今後の対応＞ 

登下校時の安全を確保するため、引き続き点検と対策を実施していく。 

東国分中と稲越⼩が⼩規模校となっている。 
＜隣接校の状況＞ 
大規模校と隣接している過小規模校はない。 

通学区域が⾃治会を分断している。（現⾏） 
＜分断された自治会（中学校区）＞ 
4 自治会（詳細は「複数の中学校区に分かれている自治会」参照） 
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13-１ ⼤洲中学校ブロック（⼤洲中学校、宮⽥⼩学校、⼤洲⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 ⾏ 
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⽅向性＞ 

 小中学校の連続性を確保するため、大洲中学校の通学区域を宮田小学校、大洲小学校の

通学区域に合わせます。 

 地域コミュニティのつながりについては、学校運営協議会で調整することとし、再編案

では、自治会単位での見直しは行わないこととします。 

 

 

通学路の距離は適正である。 
＜通学路の距離＞ 
小学校は 4 ㎞以内、中学校は 6 ㎞以内となっている。 

すべての学校が適正規模となっている。 
＜学級数＞ 
大洲中⑫、宮田小⑮、大洲小⑱ 

⼩中学校の通学区域が⼀致していない。 
＜不一致となっている小学校＞ 
市川小学校（第一中学校ブロック） 

通学路の安全は確保されている。 
＜通学路の安全点検＞ 

通学路の危険個所を把握し、必要な安全対策を講じている。 

通学区域が⾃治会を分断している。 
＜確認事項＞ 
分断による地域活動等への影響を確認する必要がある。 
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13-２ ⼤洲中学校ブロック（⼤洲中学校、宮⽥⼩学校、⼤洲⼩学校） 

 

＜通学区域＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再 編 案 

①
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中
学
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＜⾒直しの視点からの評価＞ 

 
評 価 

⼩中学校の連続性 

 

通学路の安全性 

 

地域コミュニティの 

つながり 

 

学校規模の是正 

 

通学路の距離 

 

＜⾒直しの⼿続き＞ 

 各小学校の建替えに関する基本構想・基本計画の策定までに、通学区域の再編案（見直

しなし）を各小学校の学校運営協議会で調整し、通学区域を決定します。 

 大洲中学校の建替えに関する基本構想・基本計画の策定までに、通学区域の見直しによ

って影響のある学校の学校運営協議会で調整し、通学区域を決定します。 
 

  （影響のある学校） 

 大洲中学校、宮田小学校、大洲小学校 

 第一中学校、市川小学校 

※影響のある中学校が先に建替えられる場合は、その際に関係する見直し部分を調整し、決定します。 

通学路の距離は適正である。 

すべての学校が適正規模となっている。 

通学路の安全は確保されている。 
＜今後の対応＞ 

登下校時の安全を確保するため、引き続き点検と対策を実施していく。 

通学区域が⾃治会を分断している。（現⾏） 
＜分断された自治会（中学校区）＞ 
2 自治会（詳細は「複数の中学校区に分かれている自治会」参照） 

⼩中学校の通学区域が⼀致している。 
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1７ 複数の中学校区に分かれている⾃治会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ ⾃ 治 会 名 備 考
1 市川3丁⽬第⼀⾃治会 第⼀中学校 第⼆中学校
2 根本⾃治会 第⼀中学校 第⼆中学校 ⼀軒のみ
3 平⽥町会 第⼀中学校 第⼆中学校 ⼀軒のみ
4 真間⼆丁⽬⻄部⾃治会 第⼀中学校 第⼆中学校
5 六反⽥⾃治会 第⼀中学校 第⼆中学校
6 中国分⾃治会 第⼀中学校 東国分中学校
7 ⽩幡⾃治会 第⼆中学校 第三中学校
8 菅野⼆丁⽬⾃治会 第⼆中学校 第三中学校
9 東菅野町会 第⼆中学校 第三中学校
10 平⽥町会 第⼆中学校 第⼋中学校
11 平川⾃治会 第⼆中学校 東国分中学校
12 北⽅⼀丁⽬⾃治会 第三中学校 第四中学校
13 北⽅中央⾃治会 第三中学校 第四中学校
14 本北⽅⼀丁⽬⾃治会 第三中学校 第四中学校 下⾙塚中学校
15 ⼋幡上町⾃治会 第三中学校 第六中学校
16 ⼋幡下町⾃治会 第三中学校 第六中学校
17 ⾠⺒⾃治会 第三中学校 第⼋中学校
18 東古⼋幡⾃治会 第三中学校 下⾙塚中学校
19 富貴島⾃治会 第三中学校 下⾙塚中学校
20 宮久保連合⾃治会 第三中学校 下⾙塚中学校
21 曽⾕第4⾃治会 第三中学校 東国分中学校
22 曽⾕第5⾃治会 第三中学校 東国分中学校
23 ⻤越町会 第四中学校 第六中学校
24 ⾼⽯神⾃治会 第四中学校 第六中学校
25 北⽅東部⾃治会 第四中学校 下⾙塚中学校
26 千⾜町会 第四中学校 下⾙塚中学校
27 迎⽶⾃治会 第五中学校 下⾙塚中学校
28 ⼤和⽥⾃治会 第六中学校 第⼋中学校
29 末広⾃治会 第七中学校 妙典中学校
30 ⾏徳駅前4丁⽬⾃治会 第七中学校 福栄中学校
31 ⼤洲⾃治会 第⼋中学校 ⼤洲中学校
32 新⽥第2・3丁⽬⾃治会 第⼋中学校 ⼤洲中学校
33 南⾏徳富美浜⾃治会 福栄中学校 南⾏徳中学校 ⼀軒のみ

重複している学校名
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